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江
戸
川
乱
歩
（
本
名
・
平
井
太
郎
）
は
、

一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
十
月
二
十
一

日
に
現
在
の
三
重
県
名
張
市
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
来
る
二
〇
二
四
年
に
は
生
誕
百
三
十
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
奇
し
く
も
二

〇
二
四
年
は
立
教
学
院
創
立
百
五
十
周
年
に

あ
た
る
年
で
あ
り
、
こ
の
正
月
に
五
十
五
年

ぶ
り
の
出
場
で
大
い
に
話
題
と
な
っ
た
箱
根

駅
伝
に
関
連
す
る
「
立
教
箱
根
駅
伝
２
０
２

４
」
な
ど
を
含
め
、
い
く
つ
か
の
記
念
事
業

が
進
行
中
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
旧
江

戸
川
乱
歩
邸
施
設
整
備
事
業
」
が
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
立
教
学
院
の
「
創
立
１

５
０
周
年
記
念
サ
イ
ト
」
で
も
、
二
〇
二
四

年
十
月
の
施
設
開
館
、
利
用
開
始
が
予
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
同
サ
イ
ト
に
は
「
詳
し
く

は
こ
ち
ら
」
と
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
貼
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
二
〇
二
三
年
三
月
末
現
在
、
詳
細

な
情
報
の
開
示
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
こ
で
は
、
現
時
点
で
お
伝
え
で
き
る

範
囲
で
、「
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
施
設
整
備
事

業
」
の
概
要
と
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の

活
動
・
業
務
と
の
関
係
を
説
明
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
江
戸
川
乱
歩

は
い
わ
ゆ
る
引
っ
越
し
魔
で
あ
り
、「
貼
雑

年
譜
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
本
人
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
生
涯
で
四
十
七
軒
の
住
ま
い
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
衆
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
い
る
豊
島
区
西
池
袋
の
土
蔵

の
あ
る
家
に
移
り
住
ん
だ
の
は
一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
ど
こ
が
気

に
入
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
土
地

と
建
物
を
買
い
取
っ
て
、
一
九
六
五
（
昭
和

四
十
）
年
に
没
す
る
ま
で
住
み
続
け
、
こ
の

家
が
終
の
住
処
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
・
藤

田
組
の
理
事
坂
仲
輔
氏
が
東
京
の
別
邸
と
し

て
母
屋
を
建
て
た
の
は
一
九
二
一（
大
正
十
）

年
、土
蔵
の
建
築
は
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）

年
で
あ
り
、
乱
歩
の
生
前
、
一
九
五
七
（
昭

和
三
十
二
）
年
に
洋
館
の
増
築
を
含
む
大
規

模
な
改
修
が
な
さ
れ
、
乱
歩
没
後
の
一
九
七

六
（
昭
和
五
十
一
）
年
に
も
当
時
の
平
井
家

の
ご
家
族
の
生
活
に
合
わ
せ
た
改
築
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
地
と
土
蔵
を
含
め
た

建
物
は
、
長
年
に
わ
た
る
平
井
家
と
の
縁
に

よ
り
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
立
教

大
学
の
所
有
と
な
り
、
土
蔵
に
つ
い
て
は
二

〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
の
豊
島
区
指
定
有

形
文
化
財
へ
の
指
定
を
経
て
、
豊
島
区
の
補

助
に
よ
っ
て
復
元
、
補
修
、
補
強
工
事
を
実

施
し
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
よ
り
一

部
を
公
開
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇

〇
六
（
平
成
十
八
）
年
に
大
衆
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
が
発
足
し
、
そ
の
業
務
の
一
つ
と
し

て
土
蔵
、
母
屋
、
洋
館
お
よ
び
別
棟
（
息
子

宅
）
で
構
成
さ
れ
る
旧
乱
歩
邸
の
一
部
を
公

開
す
る
現
在
の
か
た
ち
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。

　

土
蔵
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
規
模
な
復
元

工
事
を
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
に
至

る
ま
で
比
較
的
良
好
な
状
態
が
保
た
れ
て
い

ま
す
が
、
母
屋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
度
か

の
改
修
を
施
し
て
い
る
と
は
い
え
、
さ
す
が

に
大
正
期
の
建
物
が
元
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
数
年
は
老
朽
化
が
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。最
大
の
問
題
は
雨
漏
り
で
、

増
築
に
よ
り
屋
根
の
形
状
が
複
雑
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
屋
根
か
ら
の
雨
水
が

壁
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
壁
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
も
極
度
に
劣
悪
化
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
全
体
と
し
て
応
急
的
な

手
当
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
ト
ラ
ブ
ル
も
生

じ
て
お
り
、
数
年
前
よ
り
、
母
屋
で
の
資
料

保
管
を
断
念
し
、
乱
歩
の
蔵
書
や
物
品
等
の

資
料
に
つ
い
て
は
多
く
を
別
の
保
管
場
所
に

移
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
衆
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の
あ
る
別
棟
を
含
め

て
、
全
体
的
な
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
比

較
的
新
し
い
（
と
は
い
っ
て
も
築
六
十
六
年

と
な
り
ま
す
が
）
洋
館
に
つ
い
て
も
外
壁
等

の
不
具
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
旧
乱
歩
邸
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
立
教

大
学
と
し
て
も
こ
の
施
設
の
整
備
と
有
効
利

用
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
こ
の
度
立
教
学
院
創
立
百
五
十
周
年
の

記
念
事
業
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
二
〇
二
四

年
十
月
を
め
ど
に
施
設
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
乱
歩
邸
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
豊
島
区
指
定
有
形
文
化
財

で
あ
る
土
蔵
は
そ
の
ま
ま
保
存
を
継
続
し
、

母
屋
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
基
本
的
な
構
造

を
な
る
べ
く
維
持
す
る
か
た
ち
で
屋
根
や

壁
、
床
な
ど
の
全
面
的
な
改
修
・
補
強
を
行

い
、
母
屋
と
つ
な
が
っ
て
い
る
洋
館
に
つ
い

て
は
、
必
要
な
補
修
を
施
し
た
上
で
可
能
な

限
り
原
型
を
留
め
た
か
た
ち
で
保
存
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
施
設
の
整
備

に
伴
っ
て
、
現
在
の
玄
関
や
母
屋
南
側
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
も
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
洋
館
応
接
間
や
土
蔵
入
口
部
分
も
含
め

て
、
新
た
な
公
開
・
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
構
築

し
ま
す
。
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
室

「
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
施
設
整
備
事
業
」
と

　
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て 
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は
母
屋
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
事
務
室
の
あ
っ

た
別
棟
の
場
所
で
資
料
を
保
管
す
る
予
定
で

す
。

　

施
設
整
備
工
事
の
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
具
体
的
に
な
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
二
四

年
一
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
日
（
十
月

中
を
予
定
）
ま
で
、
現
行
の
旧
乱
歩
邸
公
開

は
停
止
す
る
予
定
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務
で
あ
る
資

料
の
閲
覧
・
貸
出
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工

事
期
間
中
も
仮
施
設
に
移
っ
て
可
能
な
限
り

継
続
す
る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
大
衆
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
の
仮
施
設
お
よ
び
新
施
設
へ

の
移
転
期
間
（
工
事
開
始
前
に
行
う
現
在
の

施
設
か
ら
仮
施
設
へ
の
移
転
と
、
工
事
終
了

後
に
行
う
仮
施
設
か
ら
新
施
設
へ
の
移
転
の

た
め
の
期
間
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
三
か
月
程
度
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
業
務

を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
仮

施
設
で
の
業
務
期
間
中
も
工
事
の
状
況
に
よ

っ
て
は
土
蔵
内
の
資
料
を
扱
え
な
く
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
移
転
に
よ
る

業
務
停
止
期
間
中
も
、
直
接
的
な
資
料
の
扱

い
に
関
わ
ら
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
部
分
的

に
継
続
す
る
予
定
で
す
。
二
〇
二
三
年
度
秋

学
期
以
降
の
セ
ン
タ
ー
業
務
期
間
と
業
務
内

容
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
二

四
年
一
月
か
ら
の
旧
乱
歩
邸
公
開
停
止
に
先

立
ち
、
二
〇
二
三
年
を
「
さ
よ
な
ら
乱
歩
邸

イ
ヤ
ー
」
と
位
置
づ
け
、二
〇
二
四
年
の
「
江

戸
川
乱
歩
生
誕
百
三
十
年
」
に
向
け
た
記
念

企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
乱
歩
や
そ

の
作
品
を
愛
す
る
方
々
、
乱
歩
に
縁
の
あ
る

方
々
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
話
を
伺
う
連
続

企
画
を
公
開
し
て
お
り
、
女
優
の
波
乃
久
里

子
さ
ん
に
お
父
上
で
あ
る
十
七
代
目
中
村
勘

三
郎
と
乱
歩
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
平
井
憲

太
郎
氏
と
対
談
形
式
で
語
っ
て
い
た
だ
い
た

記
事
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
俳
優
な
ど
幅

広
く
活
躍
さ
れ
る
レ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｉ

さ
ん
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
人
間
椅
子
」
で
ギ

タ
ー
と
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
さ
れ
る
和
嶋
慎
治

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
全
体
や
関
連
す
る

論
考
な
ど
は
『
大
衆
文
化
』
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
、「
さ
よ
な
ら
乱
歩
邸
イ
ヤ
ー
」
を
盛
り

上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
旧
乱
歩
邸

公
開
に
関
し
て
は
、
本
年
の
五
月
以
降
を
め

ど
に
、
月
・
金
の
一
般
公
開
日
の
公
開
時
間

の
延
長
、
週
末
の
公
開
日
の
追
加
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
旧
乱
歩
邸
の
現
在
の
姿
に
名
残

を
惜
し
む
機
会
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
ね

ら
い
で
す
。
さ
ら
に
は
、
例
年
開
催
し
て
い

る
公
開
講
演
会
に
加
え
て
、「
さ
よ
な
ら
乱

歩
邸
イ
ヤ
ー
」
に
相
応
し
い
特
別
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
準
備
も
し
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
も
、
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、興
味
・

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

立
教
学
院
創
立
百
五
十
周
年
の
年
と
重
な

る
「
江
戸
川
乱
歩
生
誕
百
三
十
年
」
に
向
け

て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
、
乱
歩
フ
ァ
ン
・
探

偵
小
説
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
、
大
衆
文
化
に

関
心
の
あ
る
み
な
さ
ん
、
研
究
に
従
事
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ん
、
セ
ン
タ
ー
の
資
料
を
ご

利
用
に
な
る
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
施
設
整
備
を
進
め
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
旧
乱
歩
邸
公
開
の
日

程
や
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内

容
・
日
程
等
に
大
幅
な
変
更
が
生
じ
る
予
定

で
す
。
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

適
宜
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
か
ら
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

＊

　

立
教
学
院
で
は
「
立
教
学
院
創
立
１
５
０

周
年
記
念
募
金
」
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
募

金
は
振
込
用
紙
の
他
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
決
済

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
可
能
で
す
。
ま

た
、
毎
月
・
毎
年
の
継
続
寄
付
も
選
択
で
き

ま
す
。
個
人
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
場
合
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
ご
寄
付
の
際
に
支
援
先
と
し

て
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、「
使
途
指
定
寄
付
」
と
し

て
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
体
的
に
使

用
で
き
る
資
金
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

「
立
教
学
院
創
立
１
５
０
周
年
記
念
募
金
」

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。
皆
様
の

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
本
学
文
学
部
教
授
／

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）立教学院「創立150周年記念サイト」より


